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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の低ペイロードメッセージの受信を示す方法であって、
　基地局によって、前記複数の低ペイロードメッセージをそれぞれのユーザ機器(UE)から
受信するステップであって、前記複数の低ペイロードメッセージのそれぞれは、予め決定
されたビット数のペイロードデータを含む、ステップと、
　前記基地局によって、前記複数の低ペイロードメッセージのそれぞれに対して、それぞ
れの受信指示(RIND)を生成するステップであって、それぞれのRINDは、対応する低ペイロ
ードメッセージの前記ペイロードデータのエコーのうちの１つを含み、前記対応する低ペ
イロードメッセージの前記ペイロードデータに関連付けられたシグネチャーが、巡回冗長
検査またはセキュアハッシュ関数に基づいて計算される、ステップと、
　前記基地局によって、前記それぞれのRINDを含む複合RINDを生成するステップと、
　前記基地局によって、前記複合RINDを前記それぞれのUEに送信するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記受信した低ペイロードメッセージのそれぞれが、対応するエラー検査符号なしで受
信される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の低ペイロードメッセージのそれぞれに対して前記それぞれのRINDを前記生成
するステップが、
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　前記それぞれのUEに対する処分命令を、前記それぞれのRIND内に含むステップを含む、
請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記複合RINDを前記生成するステップが、
　順方向エラー訂正符号および巡回冗長検査のうちの少なくとも1つを使用して前記複合R
INDを符号化するステップを含む、請求項1から3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信することが、前記複合RINDを含むメッセージを同報通信するステップを含む、
請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信するステップの後の補正時間を待つステップと、
　前記補正時間の間、前記複合RINDに応答して前記それぞれのUEのうちの少なくとも1つ
から少なくとも1つの新たな低ペイロードメッセージを受信するステップと
をさらに含む、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記送信するステップが実行される物理ダウンリンクチャネル(PDCH)においてリソース
を割り当てるステップをさらに含む、請求項1から6のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の低ペイロードメッセージにおけるそれぞれのペイロードデータを検出するス
テップをさらに含む、請求項1から7のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　低ペイロードメッセージを送信する方法であって、
　予め決定されたビット数のペイロードデータを含む元の低ペイロードメッセージを基地
局に送信するステップと、
　同報通信チャネルにわたって同報通信された複合受信指示(RIND)を受信するステップで
あって、前記複合RINDは、前記基地局によって受信された複数のメッセージに対応する複
数の受信指示(RINDs)を含み、それぞれのRINDは、対応する低ペイロードメッセージの前
記ペイロードデータのエコーのうちの１つを含み、前記対応する低ペイロードメッセージ
の前記ペイロードデータに関連付けられたシグネチャーが、巡回冗長検査またはセキュア
ハッシュ関数に基づいて計算される、ステップと、
　前記元の低ペイロードメッセージに対応するRINDを前記複合RINDから抽出するステップ
と、
　前記抽出されたRINDを前記元の低ペイロードメッセージにおける前記ペイロードデータ
に対して評価するステップと、
　前記評価するステップが前記基地局において前記元の低ペイロードメッセージを受信す
る際にエラーを示したとき補正手順を開始するステップと
を含む、方法。
【請求項１０】
　前記元の低ペイロードメッセージが、前記元のメッセージの前記ペイロードデータに対
応するエラー検査符号を伴わない、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記元の低ペイロードメッセージに対応する前記RINDを抽出するステップが、前記RIND
を前記複合RINDにおける所定の位置において抽出するステップを含む、請求項9または10
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記評価するステップが、
　前記抽出されたRINDの値を前記ペイロードデータの値と比較するステップ、および
　前記抽出されたRINDの値を前記ペイロードデータのシグネチャーと比較するステップの
うちの少なくとも1つを含む、請求項9から11のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記補正手順が、
　前記ペイロードデータを新たな低ペイロードメッセージで前記基地局に再送信するステ
ップ、および
　更新されたペイロードデータを有する新たな低ペイロードメッセージを送信するステッ
プのうちの少なくとも1つを含む、請求項9から12のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　複数の低ペイロードメッセージをそれぞれのユーザ機器(UE)から受信し、前記複数の低
ペイロードメッセージのそれぞれにおいてそれぞれのペイロードデータを検出するように
構成された受信機であって、前記複数の低ペイロードメッセージのそれぞれは、予め決定
されたビット数のペイロードデータを含む、受信機と、
　複合受信指示(RIND)を前記それぞれのUEに送信するように構成された送信機と、
　前記受信機および前記送信機に結合され、前記複数の低ペイロードメッセージが受信さ
れる物理アップリンクチャネル(PUCH)を設けるように構成された無線リソース制御器(RRC
)を有するプロセッサであって、前記プロセッサは、それぞれの低ペイロードメッセージ
における前記それぞれのペイロードデータにより、前記複数の低ペイロードメッセージの
それぞれに対してそれぞれのRINDを含む前記複合RINDを生成するように構成され、それぞ
れのRINDは、対応する低ペイロードメッセージの前記ペイロードデータのエコーのうちの
１つを含み、前記対応する低ペイロードメッセージの前記ペイロードデータに関連付けら
れたシグネチャーが、巡回冗長検査またはセキュアハッシュ関数に基づいて計算される、
プロセッサと
を備える、基地局。
【請求項１５】
　予め決定されたビット数のペイロードデータを含む元の低ペイロードメッセージを基地
局に送信するように構成された送信機と、
　複合受信指示(RIND)を受信するように構成された受信機であって、前記複合RINDは、前
記基地局によって受信された複数のメッセージに対応する複数の受信指示(RINDs)を含み
、それぞれのRINDは、対応する低ペイロードメッセージの前記ペイロードデータのエコー
のうちの１つを含み、前記対応する低ペイロードメッセージの前記ペイロードデータに関
連付けられたシグネチャーが、巡回冗長検査またはセキュアハッシュ関数に基づいて計算
される、受信機と、
　前記送信機および前記受信機に結合されたプロセッサであって、
　前記元の低ペイロードメッセージに対応する前記RINDを前記複合RINDから抽出し、
　前記抽出されたRINDを前記ペイロードデータに対して評価し、
　前記抽出されたRINDが前記基地局において前記元の低ペイロードメッセージを受信する
際にエラーを示すとき補正手順を開始するように構成されたプロセッサと
を備える、ユーザ機器(UE)。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は、参照により本明細書に組み込まれている、2014年11月10日に出願した「
System and Method for Low-Payload Acknowledgment」という名称の米国特許出願第14/5
37,615号の優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は、一般にワイヤレスシステムにおいて低ペイロードメッセージに肯定応答する
ことに関し、特定の実施形態において、基地局、ユーザ機器(UE:user equipment)、およ
び低ペイロード方法を送信し低ペイロード方法に肯定応答するための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　主としてスマートフォン、タブレット、およびビデオストリーミングによって推進され
、ワイヤレスネットワークによって扱われるワイヤレスデータの量は、著しく増加してお
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り、今後10年間にわたって数桁分だけ増加し続けることが予測される。莫大な量のデータ
に加えて、デバイスの数も指数関数的に増大し続け、根本的により高いデータ速度と併せ
て、場合により、数十億のデバイスに達することが予測される。様々なアプリケーション
が、将来のワイヤレスネットワークの性能に様々な要件を加えるであろう。将来のワイヤ
レスネットワークは、顧客および消費者にとって非常に柔軟性があり、非常に効率的であ
り、オープンであり、カスタマイズ可能であることが予測される。
【０００４】
　さらに、数千または数百万のデバイスが取り付けられる、スモールセル、異機種ネット
ワーク(ヘットネット)、機械同士(M2M:machine to machine)の通信、およびデバイスのネ
ットワークの配備の増加に伴い、ワイヤレスアクセスリンクのアプリケーション層および
物理層において最適化が必要とされる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　複数の低ペイロードメッセージの受信を示す方法実施形態は、複数の低ペイロードメッ
セージをそれぞれのユーザ機器(UE)から受信するステップを含む。方法は、複数の低ペイ
ロードメッセージのそれぞれに対して受信指示(RIND:reception indication)を含む複合R
INDを生成するステップも含む。方法は、複合RINDをそれぞれのUEに送信するステップも
含む。
【０００６】
　低ペイロードメッセージを送信する方法実施形態は、ペイロードデータを有する元のメ
ッセージを基地局に送信するステップを含む。方法は、複合RIND同報通信を受信するステ
ップも含む。方法は、元のメッセージに対応するRINDを複合RIND同報通信から抽出するス
テップも含む。方法は、抽出されたRINDを元のメッセージにおけるペイロードデータに対
して評価するステップも含む。方法は、評価するステップが基地局において元のメッセー
ジを受信する際にエラーを示すとき、補正手順を開始するステップも含む。
【０００７】
　基地局実施形態は、無線リソース制御器(RRC:radio resource controller)と、受信機
と、プロセッサと、送信機とを含む。RRCは、複数の低ペイロードメッセージがそれぞれ
のUEから受信される少なくとも1つの物理アップリンクチャネル(PUCH:physical uplink c
hannel)を設けるように構成される。受信機は、低ペイロードメッセージを受信し、それ
ぞれのペイロードデータを検出するように構成される。プロセッサは、それぞれのペイロ
ードデータにより、複数の低ペイロードメッセージのそれぞれに対してそれぞれのRINDを
含む複合RINDを生成するように構成される。送信機は、複合RINDをそれぞれのUEに送信す
るように構成される。
【０００８】
　UE実施形態は、送信機と、受信機と、プロセッサとを含む。送信機は、ペイロードデー
タを有する元のメッセージを基地局に送信するように構成される。受信機は、複合RINDを
受信するように構成される。プロセッサは、元のメッセージに対応するRINDを複合RINDか
ら抽出するように構成される。プロセッサは、抽出されたRINDをペイロードデータに対し
て評価するようにさらに構成される。プロセッサは、抽出されたRINDが基地局において元
のメッセージを受信する際にエラーを示すとき、補正手順を開始するようにさらに構成さ
れる。
【０００９】
　本発明およびその利点をより完全に理解するために、次に以下の説明を添付の図面と併
せて参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ワイヤレス通信システムの図である。
【図２】基地局の一実施形態の構成図である。



(5) JP 6410246 B2 2018.10.24

10

20

30

40

50

【図３】UEの一実施形態の構成図である。
【図４】低ペイロードメッセージの受信を示す方法の一実施形態の流れ図である。
【図５】低ペイロードメッセージを送信する方法の一実施形態の流れ図である。
【図６】コンピューティングシステムの一実施形態の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　実施形態の製作および使用を以下に詳細に説明する。しかし、本発明は、実に様々な具
体的な文脈で具現化することができる多くの適用可能な発明概念を提供することを理解さ
れたい。説明する具体的な実施形態は、本発明を製作し、使用する具体的なやり方を単に
例示するに過ぎず、本発明の範囲を限定するものではない。
【００１２】
　ワイヤレス通信システムにおいて、様々な指示および他の低ペイロードメッセージ送信
がアップリンク(UL:uplink)送信を介してアプリケーションまたはネットワークに対して
デバイスによって行われる。様々な指示は、とりわけ、プレゼンス指示、キープアライブ
シグナリング、およびサービス要求などの1ビット指示を含む。現在のシステムにおいて
、これらの送信は、とてつもない量のシグナリングおよびオーバーヘッドを無線リンク上
およびアプリケーション層内に作成することがある。例えば、巡回冗長検査(CRC:cyclic 
redundancy check)によって保護された1ビットのペイロードを送るUE、およびACKまたはN
ACK送信を送り返す基地局の両方は、相対的に大量のオーバーヘッドを生じる。これらの
非効率性は、多くの低ペイロードメッセージに当てはまる。低ペイロードメッセージは、
CRCなしで送信することができる。低ペイロードメッセージが基地局によって正しく受信
されたかどうかを判定することへのより効率のよい方式を有することができる。具体的に
は、受信指示(RIND)を基地局からUEに送信して、情報が基地局によって受信されたことを
示すことができる。次いで、UEはRINDをその元の低ペイロードメッセージと比較して、メ
ッセージが正しく受信されたことを判定する。
【００１３】
　ACK/NACKの送信は、無線リソースの使用に関して無駄の多い場合もあり、その低ペイロ
ード送信には、より効率的なやり方で肯定応答することができる。基地局が様々なULチャ
ネルにわたって複数の低ペイロードメッセージを受信したとき、基地局は、複数の低ペイ
ロードメッセージを単一の複合RINDで受信したことを示すことができる。基地局は、とり
わけ、アクセスポイント(AP)、局、ノードB、またはエンハンストノードB(eNB)と呼ばれ
ることもある。複合RINDは、複数の低ペイロードメッセージを発信したそれぞれのデバイ
スに同報通信することができる。デバイスは、とりわけ、UE、モバイルデバイス、モバイ
ル、端末、ユーザ、または局と呼ばれることもある。各デバイスは、複合RINDのどの部分
がそのULメッセージに対応するかを判定し、送信が成功であったかどうかまたは何らかの
補正が必要であるかどうかを判定する。各RINDに対してCRCなどのエラー検出コードを含
めるためのオーバーヘッドは、アップリンクおよびダウンリンク応答の両方において過剰
であり得る。
【００１４】
　基地局は、低ペイロードUL送信を受け取ったとき、ペイロードデータを検出する。低ペ
イロードメッセージにおけるペイロードデータの量は、システムごとに異なることがある
。あるシステムにおいて、低ペイロードは1から20ビットのデータである。他の実施形態
において、より大きなペイロード、例えば、100ビットを低ペイロードとみなすことがで
きる。低ペイロードと通常のペイロードとの正確な区別は、通信システムのオーバーヘッ
ド構造による。例えば、ある実施形態において、低ペイロードメッセージは、エラー検出
コードなしのものであり、通常のペイロードは、エラー検出コード付きのものである。い
くつかのシステムにおいて、20ビットのペイロードを送信するのに関与するオーバーヘッ
ドは過剰である。他のシステムにおいて、20ビットのペイロードのオーバーヘッドは扱い
やすい。あるシステムにおいて、30ビットのペイロードを送信するためのオーバーヘッド
は過剰である。
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【００１５】
　基地局は、個々のRINDを様々なUEに送信するのではなく、様々なUEに同報通信すること
ができる複合RINDを生成することができる。複合RINDは、それぞれのUEに対応する複数の
要素を含むことができる。より具体的には、各要素は、受信した低ペイロードメッセージ
のRINDに対応し、これは、所与のUEが1つよりも多くの低ペイロードメッセージを送信す
るシステムにおいて有用である。いくつかの実施形態において、基地局は、複合RIND送信
に含まれる複合RINDのCRCなどのエラー検出コードを計算することができる。ある実施形
態において、複合RINDは、単純に、検出されたペイロードを、受信した低ペイロードメッ
セージのそれぞれからエコーバックする。例えば、低ペイロードメッセージが、それぞれ
、1ビットのペイロードを有する実施形態において、基地局は各1ビットの検出されたペイ
ロードを複合RINDのビットマップに詰め込む。他の実施形態において、基地局は、例えば
、追加のデータを送信することができるチャネルに割り当てられたリソースを示す処分命
令を発信UEのRINDに含めることもできる。
【００１６】
　低ペイロードメッセージがそれぞれ複数ビットのペイロードを有する、さらに別の実施
形態において、基地局は、受信した低ペイロード送信のシグネチャーを計算し、それをメ
ッセージのRINDとして使用することができる。シグネチャーは、ある実施形態において、
CRCまたはセキュアハッシュ(SHA)関数に基づくことができる。シグネチャーはハッシュと
呼ばれることもある。いくつかの実施形態において、複合RINDの要素は、例えば、算術符
号化を含む標準圧縮技法を使用して圧縮してから送信することができる。複合RINDにより
、単一のCRCを使用して単一の送信に複合RINDを符号化することによってリソースが節約
される。
【００１７】
　複合RIND内の要素の数は、低ペイロードアップリンクチャネルにおいて、割り当てられ
たリソースであるUEの数と同じにすることができる。ある実施形態においては、要素の数
は、同報通信チャネルにおいて対処されるUEのサブセットまで低減することができる。例
えば、UEが異なる配置の群に分類された場合、複合RINDの各同報通信は、異なる時間に1
つの特定の群のUEに対処することができる。各群の同報通信パターンは、送信機および受
信機において構成シグナリングを介して既知である。他の実施形態において、複合RINDの
各同報通信がある時間間隔にわたって生じたUEの低ペイロードトラヒックに対応するよう
に複合RIND内の要素の数を低減するためにUEからの低ペイロードトラヒックの予測可能性
を利用することができる。
【００１８】
　特定のUEは、同報通信された複合RINDを受信したとき、複合RINDのどの要素がその送信
に対応し、その個々のRINDを抽出するのかを判定する。UEは、そのRINDを元の低ペイロー
ドメッセージと比較する。複合RINDにおいてペイロードをエコーバックする実施形態にお
いて、個々のRINDの値は、単純に、元のペイロードデータと比較される。RINDとデータと
が一致した場合、送信は成功とみなされる。それ以外の場合、UEは何らかの補正動作に着
手することができる。基地局がそれぞれのペイロードのシグネチャーを計算し、シグネチ
ャーを複合RIND内に配置する実施形態において、UEは、返されたシグネチャーを、UEによ
って低ペイロードメッセージ用に計算されたシグネチャーと照合する。シグネチャーが一
致した場合、送信は成功とみなされる。それ以外の場合、UEは何らかの補正動作に着手す
ることができる。複合RINDがUEの元の低ペイロードメッセージに関連付けられた個々のRI
NDを含まない場合、UEは何らかの補正動作に着手することができる。RINDが処分命令を含
む他の実施形態においては、UEは、RINDを低ペイロードメッセージと照合し、処分命令に
より適切な処置をとる。
【００１９】
　より上位の層の実体は、デバイスからの少量の情報の送信に対する無線ベアラの作成を
要求することができる。低ペイロードメッセージには、アップリンクチャネルにわたって
マルチバイトパケット送信が関与することがある。例えば、3GPP LTEシステムにおいて、
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送信は、物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)にわたることができる。ある実施形態に
おいて、UEは、ランダムアクセスチャネル(RACH)または物理RACH(PRACH)にわたってネッ
トワーク基地局に初期アクセスすることができる。代替実施形態において、UEは他の方法
を使用して、基地局に通知することができる。UEは、データを送る必要があり、どんな種
類のデータがどのくらい送信されるのかを基地局に通知する。次いで、基地局は、それに
応じて、アップリンクチャネルにリソースを割り当てる。
【００２０】
　図1は、基地局と、低ペイロードメッセージに肯定応答する方法とを具現化し、または
実行することができるワイヤレス通信システム100の一実施形態の図である。ワイヤレス
通信システム100は、UE120、UE130、UE140、UE150、UE160およびUE170などの1つまたは複
数のUEから発信された通信を受信し、通信をそれらのそれぞれの意図した宛先に転送する
ことによって、またはUEに向かうことになっている通信を受信し、通信をそれらのそれぞ
れの意図したUEに転送することによってUEに対応する基地局110を含む。UEによっては、
基地局110を通して通信するのではなく、相互に直接通信することができるものもある。
【００２１】
　図2は、通信システム200の一実施形態の構成図である。通信システム200内で、基地局2
10がUE240と通信する。基地局210は、プロセッサ214と、送信機216と、受信機218と、ア
イソレータ220と、アンテナ222と、データバス224とを含む。プロセッサ214は、無線リソ
ース制御器(RRC)212を含み、データバス224を通して受信機218および送信機216と通信す
る。送信はアイソレータ220およびアンテナ222を通して送信機216によって行われる。送
信は、アンテナ222、アイソレータ220、および受信機218を通して受信される。データは
、データバス224にわたってプロセッサ214、受信機218、および送信機216の間で中継され
る。
【００２２】
　プロセッサ214は、すべて集合的にプロセッサと呼ばれる、1つまたは複数のプロセッサ
、1つまたは複数の特定用途向け集積回路(ASIC)、1つまたは複数のフィールドプログラマ
ブルゲートアレイ(FPGA)、専用論理回路、またはそれらの任意の組合せに実装することが
できる。プロセッサ214の様々な機能は、プロセッサによって実行されるための命令とし
て非一時的メモリに記憶することができる。
【００２３】
　RRC212は、ULおよびダウンリンク(DL:downlink)チャネルの無線ベアラを確立するため
に時間および周波数リソースを割り当てる。プロセッサ214は、とりわけ、パケットデー
タコンバージェンスプロトコル(PDCP:packet data convergence protocol)層、無線リン
ク制御(RLC:radio link control)層、媒体アクセス制御(MAC:media access control)層、
および物理(PHY:physical)層などの様々な層を含むことができるプロトコルスタックを実
行するように構成される。基地局210とUE240との間を流れるデータ信号および制御信号は
、プロセッサ214によって処理される。
【００２４】
　基地局210のPHY層において、データは、送信機216を介してDLチャネル、例えば、物理
ダウンリンクチャネル(PDCH)232にわたってUE240に送信される。データは、UE240から少
なくとも1つのULチャネル、例えば、物理アップリンクチャネル(PUCH)230にわたって基地
局210において受信機218を介して受信される。基地局210は、複数の低ペイロードメッセ
ージをUE240からPUCH230にわたって受信する。受信した信号は、最初はアンテナ222にお
いて受信され、アイソレータ220を通過してから受信機218に到着する。ベースバンドデジ
タル信号に変換されると、プロセッサ214は、受信した信号を処理し、低ペイロードメッ
セージのそれぞれにおいてペイロードデータを検出し、復号する。次いで、プロセッサ21
4は、復号された低ペイロードメッセージのそれぞれに対するRINDを判定する。RINDは、
元の低ペイロードメッセージ、検出されたペイロードデータ、発信UEのシグネチャーまた
は処分命令を含むことができる。プロセッサ214は、低ペイロードメッセージのそれぞれ
に対するRINDを複合RINDに組み合わせる。組合せは様々な形をとることができる。ある実
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施形態において、組合せは、各低ペイロードメッセージがRINDビットマップにおける1つ
または複数のビットが割り当てられるRINDビットマップにより達成することができる。次
いで、複合RINDを符号化し、送信機216を通してPDCH232にわたってまたUE240に同報通信
することができる。
【００２５】
　図3は、通信システム300の別の実施形態の構成図である。通信システム300内で、UE310
は基地局340と通信する。UE310は、プロセッサ312と、送信機314と、受信機316と、デー
タバス318と、アイソレータ320と、アンテナ322とを含む。プロセッサ312は、データバス
318を通して受信機316および送信機314と通信する。送信は、アイソレータ320およびアン
テナ322を通して送信機314によって行われる。送信は、アンテナ322、アイソレータ320、
および受信機316を通して受信される。データは、データバス318にわたってプロセッサ31
2、送信機314、および受信機316の間で中継される。
【００２６】
　プロセッサ312、受信機316、および送信機314は、すべて集合的にプロセッサと呼ばれ
る、1つまたは複数のプロセッサ、1つまたは複数の特定用途向け集積回路(ASIC)、1つま
たは複数のフィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、専用論理回路、またはそれら
の任意の組合せに実装することができる。プロセッサ312、受信機316、および送信機314
のそれぞれの機能は、プロセッサによって実行されるための命令として非一時的メモリに
記憶することができる。
【００２７】
　プロセッサ312は、とりわけ、PDCP層、RLC層、MAC層、およびPHY層を含む様々な層を含
むことができるプロトコルスタックを実行するように構成される。UE310と基地局340との
間を流れるデータ信号および制御信号は、プロセッサ312によって処理される。
【００２８】
　UE310のPHY層において、データは、送信機314を介してULチャネル、例えば、PUCH330に
わたって基地局340に送信される。データは、受信機316を介して基地局340からDLチャネ
ル、例えば、PDCH332にわたってUE310において受信される。プロセッサ312は、基地局340
に送信される低ペイロードメッセージを生成する。次いで、低ペイロードメッセージは、
データバス318にわたって送信機314に渡される。UE310は、PUCH330にわたってアンテナ32
2を通して低ペイロードメッセージを送信する。UE310は、基地局340からのRINDを待つ。U
E310は、RINDを送信することができるダウンリンクチャネルを監視する。待った時間の量
は、異なることがあり、典型的には、肯定応答時間として指定される。その時間内にRIND
が何も受信されない場合、UE310は、基地局340が低ペイロードメッセージを受信しなかっ
たと仮定し、補正手順が開始される。
【００２９】
　基地局340が低ペイロードメッセージを受信したとき、基地局340は、PDCH332にわたっ
て複合RINDを同報通信する。UE310は、複合RINDを受信機316において受信する。受信機31
6は、受信したメッセージをプロセッサ312に渡す。複合RINDは、そのうちの1つがUE310で
ある、様々なUEによって送信された、基地局340によって受信した複数の低ペイロードメ
ッセージのRINDを含む。プロセッサ312は、その低ペイロードメッセージに対応するRIND
を複合RINDから抽出する。ある実施形態において、ACKは、元の低ペイロードメッセージ
において送信され、基地局340によって検出されたペイロードデータのエコーである。プ
ロセッサ312は、エコーされたペイロードデータをもともと送信されたペイロードデータ
と比較する。エコーされたペイロードが送信されたペイロードと一致した場合、基地局34
0は、首尾よく低ペイロードメッセージを受信している。他の実施形態において、RINDは
、検出された元の低ペイロードメッセージにより基地局340によって計算されたシグネチ
ャーである。プロセッサ312は、シグネチャーを、送信されたペイロードデータと比較し
て、送信の成功を判定する。ある実施形態において、RINDは、実行すべきUE310の処分命
令を含むことができる。例えば、いくつかの実施形態において、RINDは、リソースが追加
のデータを送信することができるチャネルに割り当てられるとの標識を伴うことができる
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。
【００３０】
　RINDが受信されないとき、または受信したRINDが基地局340による低ペイロードメッセ
ージの受信の不成功を示すとき、プロセッサ312は、補正手順を開始する。多くの異なる
補正手順が可能である。ある実施形態において、補正手順は、元のペイロードを新たな低
ペイロードメッセージで再送信するステップを含む。別の実施形態において、補正手順は
、ペイロード内に更新されたデータを有する新たな低ペイロードメッセージを送信するス
テップを含む。別の補正手順よりも、ある1つの補正手順を使用するかどうかは、通信シ
ステムによる。例えば、RINDがUE310によって受信されるときまでに所与の低ペイロード
メッセージが周期的に送信される、ある実施形態において、新たなデータが次の周期的送
信に利用可能である。元のペイロードデータがもう有用でないときは、再送信する意味が
ない。
【００３１】
　図4は、低ペイロードメッセージの受信を示す方法の一実施形態の流れ図である。方法
は開始ステップ410から始まる。受信ステップ420において、複数の低ペイロードメッセー
ジが基地局において受信される。複数の低ペイロードメッセージは、それぞれのUEから発
信される。それぞれのUEは、数百以上の個別のUEを含むことができる。所与のUEは、複数
の低ペイロードメッセージを送信することもできる。基地局は、各低ペイロードメッセー
ジを受信し、各受信した低ペイロードメッセージにおけるペイロードデータを復号しよう
とする(累積的に複数の復号されたペイロードと呼ばれる)。次いで、基地局は、複数の復
号されたペイロードを使用して、複合RINDを生成ステップ430において生成する。ある実
施形態において、複合RINDは、各低ペイロードメッセージがビットマップにおいて少なく
とも1ビットが割り当てられるビットマップであり得る。ある実施形態において、複数の
低ペイロードメッセージの個々のRINDは、検出された低ペイロードメッセージのエコーを
含む。例えば、1ビットのペイロードに対するRINDは、基地局によって検出された1ビット
のペイロードである。ペイロードが十分に大きい代替実施形態において、個々のRINDは、
各ペイロード用に計算されたシグネチャーであり得る。複合RINDが生成されると、複合RI
NDは、同報通信ステップ440においてそれぞれのUEに同報通信される。ある実施形態にお
いて、複合RINDは、順方向エラー訂正(FEC)を使用して符号化される。代替実施形態にお
いて、CRCが複合RIND用に計算され、送信に付加される。
【００３２】
　代替実施形態において、基地局は、補正時間タイマーT1を始動し、UEのうちの1つまた
は複数からの低ペイロードメッセージ再送信の受信を待つ。タイマーT1が時間切れした場
合、受信した低ペイロードメッセージは、正しいと仮定され、基地局によって処理される
。低ペイロードメッセージ再送信をタイマーの時間切れの前に受信した場合、基地局は、
もともと受信した低ペイロードメッセージを廃棄し、再送信された低ペイロードメッセー
ジのRINDを生成する。方法は終了ステップ450において終了する。絶対時間の警報を設定
するステップを含む、タイマーの代わりに採用することができる複数の異なる機構がある
ことを当業者は理解されよう。
【００３３】
　図5は、低ペイロードメッセージを送信する方法の一実施形態の流れ図である。方法は
開始ステップ510から始まる。送信ステップ520において、元の低ペイロードメッセージが
UEによって基地局に送信される。元の低ペイロードメッセージはペイロードを有する。ペ
イロードのサイズは、通信システムが異なると変動することがある。受信ステップ530に
おいて、基地局によって送信された複合RIND同報通信は、UEによって受信される。抽出ス
テップ540において、UEは、元の低ペイロードメッセージに関連付けられた複合RINDメッ
セージからRINDを抽出する。複合RINDのどの部分がUEに対応するかは、ネゴシエーション
またはシステムセットアップを通じてなどであらかじめ決めることができる。代替実施形
態において、UEは、複合RINDのどの部分が元の低ペイロードメッセージに対応するかをヘ
ッダーなどの複合RIND内の他のデータを分析することによって判定することができる。
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【００３４】
　評価ステップ550において、UEは、抽出されたRINDを元の低ペイロードメッセージにお
けるペイロードデータに対して評価する。RINDが基地局によって検出されたペイロードデ
ータのエコーを含む、ある実施形態において、評価は、元のペイロードデータとRIND内の
ペイロードデータとの比較を含む。代替実施形態において、評価は、基地局によって計算
され、RIND内に含まれるシグネチャーの比較を含む。元の低ペイロードメッセージに対応
するRINDが複合RIND内に含まれない場合、UEは、基地局における元の低ペイロードメッセ
ージの受信においてエラーが起こったと仮定する。
【００３５】
　補正ステップ560において、補正手順が評価ステップ550の結果により開始される。評価
が基地局における元の低ペイロードメッセージの受信においてエラーを示すとき、補正手
順が開始される。評価が元の低ペイロードメッセージの受信が成功であったことを示すと
き、補正手順は開始されない。補正手順は、元のペイロードを再送信するステップ、新た
なペイロードデータを搬送する新たな低ペイロードメッセージを送信するステップ、また
は指定されたULチャネルにわたって追加のデータを送信するステップを含む、様々なステ
ップを含むことができる。
【００３６】
　図6は、本明細書に開示するデバイスおよび方法を実装するのに使用することができる
コンピューティングシステム600の構成図である。具体的なデバイスは、図示する構成要
素のすべてまたは構成要素のサブセットだけを利用することができる。統合のレベルは、
デバイスによって異なることがある。さらに、デバイスは、複数の処理ユニット、プロセ
ッサ、メモリ、送信機、受信機など、構成要素の複数の例を含むことができる。コンピュ
ーティングシステム600は、スピーカ、マイクロホン、マウス、タッチ画面、キーパッド
、キーボード、プリンタ、ディスプレイなど、1つまたは複数の入出力デバイスを装備す
ることができる処理ユニット602を備えることができる。処理ユニットは、中央処理ユニ
ット(CPU)614、メモリ608、大容量ストレージデバイス604、ビデオアダプタ610、および
バス620に接続されたI/Oインターフェース612を含むことができる。
【００３７】
　バス620は、メモリバスまたはメモリ制御器、周辺機器用バス、ビデオバスなどを含む
、任意のタイプのいくつかのバスアーキテクチャのうちの1つまたは複数でよい。CPU614
は、任意のタイプの電子データプロセッサを備えることができる。メモリ608は、スタテ
ィックランダムアクセスメモリ(SRAM)、ダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM:dyna
mic random access memory)、同期型DRAM(SDRAM)、読み出し専用メモリ(ROM:read-only m
emory)、それらの組合せなどの任意のタイプの非一時的システムメモリを備えることがで
きる。実施形態において、メモリ608は、起動時に使用するためのROM、プログラムを実行
しながら使用するためのプログラムおよびデータ記憶用のDRAMを含むことができる。
【００３８】
　大容量ストレージ604は、データ、プログラム、および他の情報を記憶し、バス620を介
してアクセス可能なデータ、プログラム、および他の情報を作成するように構成された任
意のタイプの非一時的ストレージデバイスを備えることができる。大容量ストレージ604
は、例えば、半導体ドライブ、ハードディスクドライブ、磁気ディスクドライブ、光ディ
スクドライブなどのうちの1つまたは複数を備えることができる。
【００３９】
　ビデオアダプタ610およびI/Oインターフェース612は、外部入力および出力デバイスを
処理ユニット602に結合するためにインターフェースを提供する。例示するように、入力
および出力デバイスの例は、ビデオアダプタ610に結合されたディスプレイ618と、I/Oイ
ンターフェース612に結合されたマウス/キーボード/プリンタ616とを含む。他のデバイス
を処理ユニット602に結合することができ、追加のまたはより少ないインターフェースカ
ードを利用することができる。例えば、ユニバーサルシリアルバス(USB)(図示せず)など
のシリアルインターフェースを使用して、プリンタ用のインターフェースを提供すること
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ができる。
【００４０】
　処理ユニット602は、ノードまたは異なるネットワークにアクセスするためにイーサネ
ット（登録商標）ケーブルなどの有線リンクおよび/またはワイヤレスリンクを備えるこ
とができる、1つまたは複数のネットワークインターフェース606も含む。ネットワークイ
ンターフェース606により、処理ユニット602は、ネットワークを介して遠隔ユニットと通
信することが可能になる。例えば、ネットワークインターフェース606は、1つまたは複数
の送信機/送信アンテナおよび1つまたは複数の受信機/受信アンテナを介してワイヤレス
通信を行うことができる。実施形態において、処理ユニット602は、データ処理、および
他の処理ユニット、インターネット、遠隔保存設備などの遠隔デバイスとの通信のために
ローカルエリアネットワーク622またはワイドエリアネットワークに結合される。
【００４１】
　本発明を例示的な実施形態を参照して説明してきたが、この説明は、限定的な意味で解
釈されることが意図されていない。様々な変更および例示的な実施形態の組合せ、ならび
に本発明の他の実施形態は、説明を参照すれば当業者には明らかであろう。したがって、
添付の特許請求の範囲は任意のそのような変更または実施形態を包含することが意図され
ている。
【符号の説明】
【００４２】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　110　基地局
　　120、130、140、150、160、170　UE
　　200　通信システム
　　210　基地局
　　212　無線リソース制御器(RRC)
　　214　プロセッサ
　　216　送信機
　　218　受信機
　　220　アイソレータ
　　222　アンテナ
　　224　データバス
　　230　物理アップリンクチャネル(PUCH)
　　232　物理ダウンリンクチャネル(PDCH)
　　240　UE
　　300　通信システム
　　310　UE
　　312　プロセッサ
　　314　送信機
　　316　受信機
　　318　データバス
　　320　アイソレータ
　　322　アンテナ
　　330　PUCH
　　332　PDCH
　　340　基地局
　　600　コンピューティングシステム
　　602　処理ユニット
　　604　大容量ストレージデバイス
　　606　ネットワークインターフェース
　　608　メモリ
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　　610　ビデオアダプタ
　　612　I/Oインターフェース
　　614　中央処理ユニット(CPU)
　　616　マウス/キーボード/プリンタ
　　618　ディスプレイ
　　620　バス
　　622　ローカルエリアネットワーク

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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